
 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

春たけなわの陽気になってまいりました。桜は一気に咲きそろい、草木も人も元気になる時期の到来

です。１年生の部活動体験も終了し、今日から正式入部になりました。見る側とやる側ではまったく違

う部分も分かったことでしょう。ゴールデンウイークから休日練習も始まります。先輩たちにしっかり

ついていきましょう。 

  

今週の学年朝会でのことでした。学年委員が「よろしくお願いします」と言ったところ、「よろしく

お願いします」と応答する生徒たちが多くいました。昨年までの西中は、「会釈をされたら返そう」「あ

いさつをされたら返そう」といったことを教えてきましたが、そうしたことは１年生にとっては当たり

前のことのようです。以前保育園での職場体験学習の際に、１人の園児の姿に目を奪われました。トイ

レから出てくる際にスリッパを直していたのです。何を大事にしているか

がよく分かるとともに、大人も襟を正さなければならないと感じる姿でし

た。 

さて、『妙高宿泊研修』について、生徒に説明をしました。この活動は、

西中１年生の総合学習の一環になっているもので、集団生活の中で人    

間関係を作ることや社会性を養うことを目的にしています。毎年研修から

帰ってくると、生徒同士が打ち解けた間柄になり、諸活動が上手くいくよ

うになります。学校生活では学級や部活動の仲間との活動が多いですが、

こうした仲間以外とも関わり合いながら、１年生の集団力を高めたり社会の一員としてどう行動したら

よいのかを学んだりする収穫の多い活動です。    

 妙高はまだ雪に埋もれている場所も多いようですが、５月末には山々の新緑がまぶしいほどの大自然

が迎えてくれるはずです。国立の施設なので費用も手頃で、年間を通して多くの利用者がいます。「き

まりを守ること」や「マナー」には特に気をつけなければなりませんが、帰る時には「西中の生徒は素

晴らしい！」と言っていただけるように、生徒と職員の力をありったけ発揮してきたいと思います。 

 

 
 

月 活動  学習活動・内容 

４  
妙
高 

自
然
教
室 

妙高自然教室の準備 

5 妙高自然教室 

  妙高自然教室のまとめ 

6 ス
キ
ル
学
習 

「スキル学習」オリエンテーション 

  スキル学習(技能・生活技術の習得) 

  校内美化活動   

7 
地
域
貢
献
学
習 

「地域貢献活動」オリエンテーション 

  貢献活動の準備 

  ・貢献活動の班分け 

  ・貢献活動の計画 

  １学期の振り返り 

１学年通信  第４号 

平成 24 年 4 月 27 日（金）      

大きな活動は「１学期の妙高宿

泊研修」と「２学期の地域貢献活

動」です。これらの体験活動を通

して仲間と協力しながら「生きる

力」を育てていきます。 

工
夫
を
こ
ら
し
て
小
枝
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ

う
！
（
妙
高
宿
泊
研
修
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  皆さん、入学、進級おめでとうございます。この一年は、私たちすべての日本人にとって厳しい、 

 試練の一年でした。被災地ではまだ不自由な生活を余儀なくされている方々も多くいらっしゃいます。 

 家族や友人を失った方たちの悲しみは、癒されることはないでしょう。それでも春は来て、皆さんは

新しい年を迎えます。 

  この一年の若い皆さんの活動は、私たちに希望と勇気を与えてくれるものでした。全国の多くの生

徒さんたちが、ボランテイア活動に参加したり、募金を集めてくれたりしました。被災地の避難所で

は、皆さんが率先して、お年寄りや身体の不自由な方々を助けたり、大人に代わって、あるいは大人

以上の活躍をしたりしてきたという報告もたくさんありました。 

  災害を直接体験した皆さんも、直接の被災は免れた皆さんも、十代の最も人間が成長する時期に、 

 人生を揺さぶるような大きな体験をすることになってしまいました。この一年、皆さんは、自然の猛

威、命の大切さ、人と人とのつながりなど、様々なことを学び考えてきたと思います。 

  皆さんに求められる一番重要な能力は、自ら学び、自ら考える力です。どうか、とことん 

 考えてください。自ら考え、そして行動する力をこの一年で蓄えてください。学校は単なる知識や情

報を得る場所ではありません。仲間と共に学び、共に考える。そのような場所だと思います。 

                          （文部科学大臣 平野博文） 

 
 

必勝！中間テスト対策     連休の過ごし方 
 

１組 小林■■さん(学年委員長) 

・当たり前のことをやりとげる学年

を目指します。 

・大きな声で話し合い「感謝」「感激」

が味わえる 1年間にしたいです。 

１組 山田■■■さん(司会進行) 

・クラスと学年をしっかりまとめて

いきたいです。 

・積極的にみんなに声をかけること

をがんばります。 

２組 小林■■さん(集合整列) 

・みんなをしっかりまとめたいです。 

・何事にも積極的に取り組み、過ご

しやすい学年、クラスにしたい。 

２組 廣井■■さん(集合整列) 

・明るく、楽しく、やるときはやる

という「けじめ」のある学年にし

たいです。 

３組 諸橋 ■さん(司会進行) 

・大きな声で指示をしたいです。 

・「1年生のあいさつは校内１！」と 

 言われるような学年にしていきた

いです。 

３組 大川■■さん(副学年委員長) 

・リーダーとしての自覚を持ち、積

極的に取り組みたいです。 

・全体に目を配り、困っている人の

手助けができるように努力して

いきたいです。 

＜その１＞「中間テスト計画表」をしっかり書く 

５月２日(水)に配布します。スタデイライフを使って今

から始めるといいですね。 

＜その２＞「目標」を達成するために努力する  

 「毎日９０分」と決めたらやり抜く！例外を認めないと

いう強い意志で学習しよう。 

＜その３＞「授業ノート」で復習と理解・ワークで定着 

 ノートがすばらしい１年生です。何が重要なのか？どん

な授業をしたのか？振り返りをしたら、テストに慣れる

練習をしよう。ワークは最低２回はやろう！ 

＜その４＞提出物は１００％ 

 ノート、ワーク、自学ノートの点検があります。 

※「週末課題(数学)」の提出 ５/２(水) 

【合言葉】 

「かっこいい 

西中生になろう！」 
 

目標をもって何かにうちこむ生徒 
・今は「部活動」と「学習」 

自分の身を自分で守れる生徒 
・危険な「交通事故」「水の事故」 

社会の一員としてルールを守る生徒 
・「盗み」「ネットの書き込み」禁止 

家族を大切にする生徒 
・家族に心配をかけない ・手伝いをする 

よろしく 

お願いします！ 


